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治 山

発注者   |

事業概要

左）令和 5 年度の施工状況
右）災害発生時の崩壊地全景

１． 崩壊源頭部の地山補強土工
２． 斜面中部の土留工
３． 斜面下部の谷止工

平成 23 年の紀伊半島大水害で、和歌山県の下モ谷西側区域では斜面長
100m を超える地すべり性の大崩壊が発生、下部の河道の一部が崩落した大
量の土砂で閉塞し直下の集落付近まで土砂が流出するなど、大きな被害をも
たらした。弊社は災害の直後から現地の緊急調査を担当した。大崩壊を起こ
した長大な斜面の脚部では、大幅に地形が変化し、異常な地下水の上昇が観
測され、崩壊直後は二次的な内部崩壊も頻発していた。
崩壊地の拡大防止対策として、急傾斜をなす滑落崖でののり枠工、斜面上部
の林内には地山補強土工、斜面中部には土留工を計画した。崩壊地の下部に
は土層深 10 ｍを超える崩土が堆積し、これを排土することは現実的ではな
く、ボーリング排水工により地下水位を低減させ、流路工、治山ダム工等に
よる斜面の安定化対策を提案して設計を行った。
治山計画と並行してボーリング調査（地盤調査）、地下水位および地表・地
中変動量等の調査を継続的に行い、斜面安定化の効果を検証しながら長期的
に計画・実施設計を行っている。

施工時期  |納入期日  | 平成 25 年～令和 7 年 ( 予定 )令和 6 年 2 月林野庁 近畿中国森林管理局

民有林直轄治山事業（紀伊田辺地区：下モ谷西側区域）

崩壊地･地すべり地整備

のり切工・ボーリング排水工・地山補強土工・のり枠工・土留工・治山ダム

2.

1.

3.

大阪支店



7森林テクニクス    事業実績事例集

治 山 崩壊地･地すべり地整備

長大な崩壊斜面の的確な分析により、のり切工・地山補強土工・のり枠工・土留工・水路工など、多種の工法を駆
使した効果的な治山計画を提案した。地下水位の異常な上昇が観測され、崩落土砂の堆積した不安定土塊が地すべ
りを引き起こす危険があったことから、ボーリング排水工を計画し、地下水の安全かつ早期の排水に務めた。また、
地表・地中内部の調査観測、斜面安定解析に基づき不安定な土塊部分を特定し、効果的に斜面全体を安定した状態
に導いた。さらに、崩壊脚部の治山ダム工や崩壊後の地形に追従した流路工などの設計 ･ 施工により直下の渓流区
間における安定化を図った。現在、崩壊斜面の大部分が安定を取り戻し、植生が復旧し始めている。

工夫・技術力を要したポイント

４． H27 既設ボーリング排水工。青線の位置に敷設。
５． 機構調査・解析等に基づき、推定すべり面の判定結果に沿って、
移動ブロック区分を確定。グラフは時計回りに、パイプ歪計変動図、
水位変動図、調査ボーリングに基づく推定すべり断面図。

5.

4.

6. 8.7.

６． ボーリング・標準貫入試験状況
７． パイプ歪計挿入状況
８． 地表伸縮計設置状況
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治 山

発注者   |

事業概要

令和 4 年 8 月初めに新潟県から福島県を襲った線状
降水帯に伴う大雨により、新潟県では一級河川荒川沿
いの村上市および関川村を中心に多数の山腹崩壊地等
が発生する甚大な被害が生じた。本業務は、このうち
の荒川右岸側の山腹斜面に発生した、面積 0.55ha の
崩壊地を復旧するための測量・設計である。対象斜面
は、急峻で風化・侵食を受けやすい地質が露出してお
り、一部では土砂の流出も見られる。また、斜面直下
には荒川頭首工および同取水施設等の重要な保全対象
が所在することから、今後の拡大崩壊および表層侵食
の防止等を図るためにのり枠工を計画した。

メイン写真.  施工後の全体写真
１.  対象崩壊地（３箇所）および
保全対象の取水施設 

令和 5 年 4 月施工時期  |令和 5 年 3 月納入期日  |関東森林管理局 下越森林管理署 村上支署

前橋支店

薬師岳地区災害関連緊急事業測量・設計業務
簡易吹付のり枠工・作業道設計

1.

崩壊地･地すべり地整備
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当該斜面は、不安定な土層が比較的薄く今後起こりうる崩壊の深度は浅いと考えられるが、保全対象が近く対岸の
国道から一望できる斜面であることから、安定性や耐久性および景観の保全に配慮して、枠内を植生基材により緑
化した簡易吹付のり枠工を計画した。また、本工事を実施するにあたり資機材の運搬および残土処理等を行うため、
施工地までの作業道の開設が必要となった。このため、現地の地形条件や施工性等を考慮し、作業道を計画した。
具体的には、既設道路に隣接した国有林内の山腹斜面に対して、上段の擁壁を取り壊して車両の幅員を確保すると
ともに、下段の擁壁の天端より 1.0m 低い位置を路盤の高さとすることで車両走行時の安全性を確保する計画とし
た。

工夫・技術力を要したポイント

２. 作業道計画箇所。３. 作業道完成後の同箇所
（上段擁壁の取り壊し）。４. 作業道横断図より

抜粋 。５. 作業道の路盤近景（下段擁壁の天端
よりも路盤を 1.0m 下げている）。

本事業は関東森林管理局広報誌「関東の
森林から」の第 234 号表紙に取り上げら
れており、地域住民だけではなく行政とし
ても注目度の高い復旧治山事業である。

2. 3.

4. 5.

治 山 崩壊地･地すべり地整備
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治 山

発注者   |

工夫・技術力を要したポイント

納入期日  | 施工時期  |

左） 施工後の山腹工全景。下
部に土留工を配置し全面に簡
易吹付のり枠工を施工。
右） 施工前。拡大崩壊により直
下の渓流に土砂が流出した。

崩壊地は、中生代ジュラ紀前後の来馬層群に破砕された蛇紋岩が貫入した非常に脆弱な地質と急峻な地形を呈する
特殊な地理的条件をもつ。被災当初は流域の広い範囲で早急に土砂生産の抑制を図る必要があったため、植生基材
吹付工のような早期に施工が可能な工法を用いて対処した経緯がある。これにより安定化した箇所もあったが、当
崩壊地においては再崩落が繰り返された。
本業務ではこれらを踏まえ、斜面傾斜が 45 度以上の急斜面においてはのり切工により地形を成形したのち、簡易
吹付のり枠工にてより強固に斜面の安定化を図った。施工においてはロッククライミングマシーンによる機械施工
により施工の安全性と効率化を図った。施工を終えた斜面は現在も安定し、植生の回復が進んでいる。

平成 7 年梅雨前線豪雨では、長野県北部の姫川流域において 38 か所の土石流が発生するなどして各所で大きな被害が多発
した。長野・新潟県境を流れる蒲原沢においても崩壊地が複数発生し、治山事業による復旧工事が始められた。平成 8 年 12 月、
復旧工事が進む同流域において崩壊地が大規模に拡大し再び土石流災害が発生した。本事業は、当拡大崩壊地の復旧事業で
あり、崩壊原因を特定して治山実施設計を行った。

事業概要

平成 28 年 3 月平成 27 年 8 月

治山実施設計（中信森林管理署 蒲原沢）
中部森林管理局

長野支店大型かご枠土留工・簡易吹付のり枠工

崩壊地･地すべり地整備
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１． 施工前の崩壊地近景。
２． 簡易吹付のり枠工近景。

３． 施工後の崩壊地脚部。

４． 被災した既設山腹工。
５． 山腹工最下部の大型かご枠工。

2.

1.

4.

3.

5.

治 山 崩壊地･地すべり地整備
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治 山

発注者   |

工夫・技術力を要したポイント

上）  復旧された治山施設。緑化の進むのり
枠工。下） 再崩壊当時の施工地。斜面右側
に既設のり枠工の残骸が見られる。

事業概要

崩壊斜面には滑落して分断されたのり枠工の残骸が地山から浮いた状態で残っており、斜面中腹には残留土砂が堆
積している。また、源頭部の滑落崖はオーバーハング状態にある。さらに脆弱な地質や急勾配といった地理的条件
を有することから、今後の降雨により残留土砂の再崩落や拡大崩壊の危険性がある。このため、斜面全体の安定を
図るための山腹工の設計を行った。基礎部には土留工を設置し不安定な土砂の移動を防止した。凹凸が著しい上部
崩壊面はのり切工により整地した。のり切後はのり枠工と植生基材吹付工にて被覆して崩壊を防止した。さらに、
土留工背面の表土流亡・侵食を防止するため盛土部には木柵工、伏工を緑化基礎工として配置した。

施工地は熊本県葦北郡芦北町椛谷地区に位置し、対象となる斜面は標⾼差 50 ｍ程度の丘陵地である。斜面直下には人家が
点在するほか、斜面の一部は⾼圧電線の鉄塔敷ともなっている。地質は古生代の付加体を基岩としており、風化により侵食
を受けやすく脆弱な性質を有する。周辺の表層は肥薩火山岩類で覆われているが、当地では基岩が露出した状況にある。一
帯では令和２年７月、線状降水帯が形成され猛烈な降雨が継続し、人吉市や八代市、球磨村や芦北町に未曾有の被害を与え
た。当地においても、平成 18 年度に山腹工が施行された崩壊地２箇所が再崩壊した。崩壊は、のり枠工を破壊・滑落させ、
山腹下部のコンクリート土留工を破壊・埋没させた。崩落土砂は県道 56 号水俣⽥浦線に流出して通行不能とした。県道 56
号水俣⽥浦線は九州を縦断する国道３号線に接続する道路で、地域住民の生活用道路として供されており、埋没した道路敷
には路線バスの停留所があるため、早急に堆積土砂を除去し、崩壊発生源の復旧と被災治山施設の復旧を図った。

九州支店

納入期日  | 施工時期  | 令和 5 年 8 月令和 3 年 1 月九州森林管理局

特定民有林直轄治山施設災害復旧事業（椛谷地区）
コンクリート土留工・のり切工・簡易吹付のり枠工・緑化工

崩壊地・地すべり地整備



13森林テクニクス    事業実績事例集

発注者   | 施工時期   |納入期日   | 令和 ４ 年 6 月令和 ３ 年 ４ 月石狩森林管理署

オンネナイ沢（黄金岬）治山工事実施測量及び設計業務
落石防護柵工・緩衝材

メイン写真． 防護柵背面の間
伐材利用緩衝材。１. コンク
リート土留工と天端に設置さ
れた落石防護柵。２. 施工前
の脱落した緩衝材（古タイヤ）。
３． 間伐材利用緩衝材と取付
け治具。砂利層に接地。

事業概要

本調査は、既設の治山施設補修により、機能向上を図ることを目的とし
ている。対象施設は、昭和 60 年代に施工された土留工である。この土
留工天端には、鋼製の落石防護柵が設置されており、壁面鋼材部には古
タイヤを用いて緩衝材が取り付けされている。鋼材部に大きなゆがみや
損傷は確認できないが、緩衝材の古タイヤが鋼材部分から脱落、土留工
の背面に散乱し経年劣化が著しい状況であった。

緩衝材の選定では、木材利用推進および景観保全の観点から間伐材の利用を検討した。しかし、土留工の施工年度
が古く衝撃荷重など安定計算が不明のため、古タイヤの重量以上の素材への変更は出来ないものと判断した。また、
積雪などの荷重を計算上加味しているかなど、詳細が不明であった。このため、壁面材に治具を取り付け、緩衝材
となる間伐材を接地させることにより背面地盤に荷重分散する規格とし、間伐材の緩衝材ブロックが土留工の上載
荷重とならないようにした。接地による木材の水分吸収を少なくするため、砕石による排水層を接地面に敷設した。

工夫・技術力を要したポイント

1.

2. 3.

札幌支店

治 山 崩壊地･地すべり地整備
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治 山

発注者   | 施工時期  |納入期日  | 令和 4 年 10 月～令和 5 年 3 月令和 3 年 11 月東京都産業労働局森林事務所

高尾治山事業調査設計委託
吹付のり枠工・鉄筋挿入工・基礎地盤改良・土留工 本　社

崩壊地・地すべり地整備

事業概要

平成 30 年 9 月に発生した台風 24 号の影響で、林地内に倒木
や崩壊（滑落崖の比⾼差約 9 ｍ、崩土約 350 ㎥）が発生した。
今後の降雨により崩壊が拡大し、斜面上部の人家に被害が及ぶ
ことが懸念された。令和 2 年度の調査に基づき、令和 3 年度
に対策工事が開始されたが、以下の問題が新たに発生したため
計画の見直しについて調査設計業務を委託された。
① 崩壊地直下の軟弱基礎地盤対策    
② 周辺斜面の地質状況の詳細把握
本業務において地盤・地質等調査を実施し、令和 2 年度調査
で示された対策工について再検証し設計を行った。

１.  崩壊状況。滑落崖の比高差約 9m。２． 復旧状況。３． 施工前
の調査地全景（上空より）。 崩壊地が人家に近接。

植生で覆われ斜面の安定が図られている対策工：
吹付のり枠工 + 鉄筋挿入工、土留工、筋工、伏工

1. 2. 3.
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 ●軟弱基礎地盤対策　　崩壊地下部は、凹地形を呈し、流水が滞留しやすい条件下にある。このため、基礎地盤が
軟弱化し、重機の走行が困難な状況となっていた。このことから、スクリューウエイト貫入試験を実施し、基礎
地盤の状況を把握した。貫入試験結果を踏まえ、杭基礎による軟弱地盤対策を提案した。杭の種類は、現地産木
材の有効利用を勘案し、スギ丸太を提案した。
 ●斜面崩壊防止対策　　崩壊地上部でボーリング調査を実施し、令和 2 年度調査で示された斜面の安定性について
検証した。斜面に人家が近接しているため、のり切は困難であることから、 斜面整地実施後、吹付のり枠工＋鉄筋
挿入工による斜面の安定化を図る計画とした。

　　施工後１年が経過し、周辺は植生で覆われ、斜面の安定が図られている。

工夫・技術力を要したポイント

４. 斜面下部から見た調査地全景。
崩壊地下部には流水がたまり地盤が
軟弱化。５． 斜面下部の軟弱地盤の
状況。６． スクリューウェイト貫入試
験状況。７． ボーリング調査状況。

治 山 崩壊地･地すべり地整備

4.

7.

5.

6.

軟弱基礎地盤対策　木杭設置状況（土留工図面）

斜面の安定解析図

のり枠工 

鉄筋挿入工
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荒廃渓流整備治 山

発注者   |

レーザー測量成果を活用した CS 立体図を用いて斜面の安定状況を視覚的に解析し、地形環境 ･ 地盤変状の詳細な
把握を行った。また、土砂流出シミュレーションにより、今後の斜面の崩壊の発生規模および土砂流出による影響
や、必要な対策の規模を検討し、環境に配慮した適正規模の計画を立案した。観光地である地域特性から景観保全
型のダムを計画し、多孔質天然石パネルを用いた天然石残存型枠を採用した。採用にあたっては、設計図、製品写
真、現地写真などを元に外観予想図を作成し、関係各位への説明を行った。

1. 荒廃渓流の風倒木被害直後の状況。
2. 調査当時の荒廃渓流の概観。

調査地は、京都市内の都市部にあり、世界遺産清水寺等の神社仏閣や幹線道路などの重要な保全対象が多数近接している国
有林である。平成 30 年（2018 年）に発生した台風 21 号の異常な暴風雨は、風倒木を発生させ流域内の森林機能を低下さ
せた。早急に治山施設を整備し下流の保全対象への被害を未然に防ぐため、自然環境や地形の変状、地盤の状況、斜面の安
定状況などについて調査を行い、対策を検討するとともに、対策工の効果や必要性、環境 ･ 景観への影響などについて、解
析 ･ 検証を行った。検討に当たっては、世界的な景勝地であることから、特に景観への影響に配慮することが望まれた。

事業概要

納入期日 ｜ 施工時期 ｜ 令和 6 年（予定）令和 5 年 7 月～令和 6 年 2 月林野庁 近畿中国森林管理局

高台寺山国有林 全体計画調査
CS 立体図解析・土砂流出シミュレーション・天然石残存型枠

1. 2.

工夫・技術力を要したポイント

大阪支店

左）  荒廃渓流の調査時の状況。右）  治山ダム設置後の外観
予想図。天然石残存型枠が苔むして周囲になじんでいる。
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荒廃渓流整備治 山

CS立体図
レーザ測量などで実測した詳細な地盤データに基づく標高や傾斜や曲率（斜面の凹凸）
などの地形情報に着色し、それらを重ねて透過処理することで立体表現した図法で、
2012 年に長野県林業総合センターで考案された。等高線だけでは表現が困難であった
複数の地形情報を色彩も含め立体的に表現することで、様々な地形情報が視覚により総
合的に認識しやすくなっており、近年の豪雨災害の激化に当たって治山事業における予
防対策等における活用が進み、学術研究機関でも使われている。

土砂流出シミュレーション
現地調査や CS 立体図などによる地形解析、学識経験者の意見等から、崩壊発生や土砂
流出の危険性が懸念される渓流において、実際に崩壊が発生した際に土砂がどのように
下流へ流出・堆積し保全対象へ被害を与えるのかを確認するため、土石流シミュレーショ
ンソフトを用いて被害想定を行った。

30 分後の堆積土砂（平面写真）
条件：　治山ダム無し　土砂量 500㎡

30 分後の堆積土砂（平面写真）
条件：　治山ダム有り（ダム地上高 4m）　土砂量 500㎡
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荒廃渓流整備治 山

計画地には、厚みが不均等な溶結火砕物からなる通称赤盤が露頭している。この赤盤が斜面の安定を保持している
ため、構造物の深掘りに伴う赤盤の貫通を起こさないよう、流路には勾配を付けた巨石張の水叩工を計画した。ま
た治山ダム計画にあたって、この赤盤への深堀とならないよう床固工・護岸工の底盤が赤盤上に乗る程度の計画高
さとした。このほか、本工区最下流の床固工の堤高は、下流の資材運搬路の排水施設が円滑に機能し、流水による
運搬路への影響がないよう、水脈飛距離を算出したうえで高さを決定した。

工夫・技術力を要したポイント

１. 施工前の渓流周辺の状況。２. 施工後の
近景。３. 計画地渓床の赤盤の露頭状況。

桜島は鹿児島湾（錦江湾）にある活火山である。昭和 51 年度に桜島地区民有林直轄治山事業が着手され、その後継続して
治山事業が実施されている。当地区では火山噴出物が絶え間なく供給され、急峻な地形や苛酷な気象条件の影響で大規模な
ガリー（侵食された深い溝）を伴った裸地が多く、これらガリーの下方は深くえぐられた急峻な侵食渓を成し土砂の発生源
となっている。桜島地区の治山計画を考える際の前提条件として、一般的な治山工事対象地とは違って土砂生産の発生源が
施工不能であるため、これをそのままの姿で事業を進めていかなければならない特殊性がある。※１

施工地の古河良川は北岳山頂火口壁の北東斜面を源頭部とする渓流であり、下流域は砂防指定地（砂防法 6 条指定）となっ
ている。計画地一帯は、扇状堆積地の解体が進行している状態で、蛇行した自然流路は、徐々に横方向に侵食していた。最
上流の特殊荒廃地からの土砂の供給に加え扇状堆積地の解体も有害土石の生産源となっていた。今回の計画は、資材運搬路
横断箇所上流の、今後荒廃が拡大するおそれのある区間に渓間工を計画し、縦横侵食の拡大防止を図ることとした。

事業概要

令和 5 年 9 月施工時期  |令和 3 年 12 月納入期日  |発注者   | 九州森林管理局

桜島地区治山工事 ( 古河良川 )
九州支店コンクリート床固工・コンクリート護岸工・巨石張水叩工

2. 3.1.

※１ 出典: 九州森林管理局Webサイト「桜島の治山」(https://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/kagosima/pdf/kyokutryoubn.pdf)
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荒廃渓流整備治 山

令和 3 年 6 月～ 4 年 3 月施工時期   |令和 3 年 3 月納入期日   |中部森林管理局 南信森林管理署発注者   |

長野支店

治山実施設計（キッカケ沢ほか）
コンクリート谷止工

１. 施工前の荒廃状況。
２. ゴルフ場への土砂
流入状況。

３. 施工後の整備
状況。施設正面。 
４. 同施設側面。

事業概要

平成 30 年 10 月の豪雨により、キッカケ沢の上流域において大規模な山腹崩壊を起因とする土石流が発生した。この土石
流により、国有林界直下に位置するゴルフ場に多量の土砂が流れ込んだほか、更に下流の県道が一時通行止めとなる被害が
発生した。また、複数箇所で林道が決壊したほか、渓床沿いに整備された登山道等が被災した。このため、荒廃した流域の
安定化と下流の保全対象の安全を図ることを目的に、谷止工 2 基を設計した。

不安定土砂が残留する渓床周辺の地形は、全般に渓床との落差が小さく出水時等の乱流による林地内への土砂流入
が確認された。また、渓床沿いに登山道や直近に林道が整備されていることから、ダム設置に伴う影響が懸念され
た。設計にあたっては、周辺の地形や登山道・林道等の位置関係を明確化し、治山ダムの高さや基数の検討やダム
設置後の影響範囲、ダムの形状（袖部の屈曲）など、多角的な視点から総合的に評価し、ダムサイトを決定した。

工夫・技術力を要したポイント

1. 2.

3. 4.
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荒廃渓流整備治 山

発注者   |

メイン写真.  増厚および嵩上
げ後の H1 既設治山ダム工。
1.  土石流で埋没した H1 既
設治山ダム工。

事業概要

福島県南会津町の国有林内を流れる西根川の源頭部に古くから存在していた大規模崩壊地が、令和元年東日本台風による大
雨によって拡大崩壊し、多量の土砂が下流へ流出した。流出土砂の多くは国有林内に堆積したが、一部の土砂は下流の民
有地まで流下し甚大な被害を及ぼした。これを受けて、効果的な治山事業の実施を目的として、西根川上流地区治山全体計
画を策定した。この全体計画策定に当たっては、土砂流出前後の航空レーザー測量の結果を比較（図 2 参照）することで、
具体的な土砂の堆積箇所や侵食箇所の位置と量を把握した。本業務は、この全体計画に基づき、堆積した不安定土砂の流出
防止と H1 既設治山ダム工の放水路の改良を目的に、同ダムの増厚および嵩上げの設計を行ったものである。

納入期日  | 施工時期  | 令和 3 年 9 月令和 3 年 3 月会津森林管理署 南会津支署

西根川上流地区渓間工外実施設計（R 元補正）
前橋支店既設治山ダムの増厚及び嵩上げ・放水路保護対策・洗掘防止対策

1.
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治 山 荒廃渓流整備

工夫・技術力を要したポイント

増厚および嵩上げをした既設治山ダムの断面は図４に示すとおりであるが、現地の荒廃および流域の特性等を考慮
し、以下の技術的な工夫を行った。

 ●放水路改良　①既設ダム袖部に流下土石が越流した痕跡が確認されたため、洪水時の流量等を考慮して放水路
幅を 20 ｍまで広げる改良を行った。　②流送砂礫による放水路天端の摩耗・損傷が見られるため、放水路天端
の保護を目的に現地採取の比較的大きな転石を敷設した「巨石練石張工」を計画した。
 ●洗掘防止対策　嵩上げ後の堤高が高く、堤体下流の洗掘が懸念されるため、堤体基礎部の保護を目的に現地採
取の比較的大きな転石を用いた「巨石護床工」を計画した。

2.  調査測量区間内のレーザ測量解析図 。 
3. 放水路天端の巨石練石張工 。 4． 施設断面図。

2.

3.

巨石練石張工
（現地発生材使用）

巨石護床工
（現地発生材使用）

4.
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荒廃渓流整備治 山

発注者   |

名古屋支店

工夫・技術力を要したポイント

扇状地の土砂流出防止対策として、扇頂部より下部に流路の規制および不安定土砂の抑止固定を図るための床固工
4 基を階段状に設置するとともに、扇央部から扇端部にかけては土砂を安全に下流谷止工まで導くための導流提 2
基を設置した。工種は、現地発生材（礫、転石）の活用および不等沈下にも対応可能である鋼製枠構造を採用した。
なお、鋼製部材は、土砂移動が激しい渓流においては土石等の衝突による変形・損壊が懸念されるが、当設計では
補強材（H 形鋼）を敷設し強度を高めるとともに、床固工の袖部は土石の直撃により破壊されないよう埋め戻して
保護した。

１.  施工前の被災地全景  
２. 補強材を敷設した鋼
製枠の導流提

左）  施工完了時の全景（令和４年）。
４基の床固工と２基の導流提。
右上） 上流側より導流提を望む。
右下） 下流側より導流提近景。

2.

1.本業務は、大白川（間名古谷）支流の蛇抜谷における治山実施設計調査で
ある。大白川は白山連峰北東側に位置し、源流部の⾼山帯には大規模な荒
廃地があり、不断の土砂生産によって間名古谷との合流地点付近に広大な
扇状堆積地を形成している。土砂礫は、融雪期や豪雨時に流路の溢流・氾
濫を繰り返し、下流を通る県道白山公園線まで到達する等、被害を及ぼし
ていた。そこで、土砂流出を抑止するため、現地特性に適合した工種の選
定と構造物の設計を行った。

事業概要

納入期日  | 施工時期  | 令和元年～令和 4 年令和元年中部森林管理局飛騨森林管理署

治山実施設計（飛騨森林管理署大白川（間名古谷））
床固工・導流堤
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発注者   |

荒廃渓流整備治 山

施工時期   |納入期日   | 令和 3 年 7 月令和 2 年 12 月網走中部森林管理署

白滝の沢 治山事業全体計画調査
札幌支店治山ダム・土堤自然石護岸

メイン写真． 治 山
ダムと自然石護岸
の土堤。１. 破壊さ
れた森林公園の被
害状況。２. 破壊さ
れた既設治山ダム。
奥は森林公園。

事業概要

2016 年 8 月、北海道を６日間に 3 つの台風が襲撃した。この影響で白滝の沢上流では多数の崩壊地が発生した。ここから
生じた土石に加えて渓岸も侵食しながら流下したため、多量の土砂が流出する災害となった。またこの渓岸には渓畔林が生
い茂っており、渓岸が侵食されるに伴いそこに生育する立木も増水により流され、流木化した。白滝の沢の下流域には森林
公園、保安林管理道、道道や置戸湖があり、土砂・流木の発生により甚大な被害が生じた。本調査により、流木や土砂の流
出防止を目的として治山施設等の整備計画を策定し、治山ダム及び自然石護岸の設置や河床の整地を行った。

 ●渓流水の流心を固定して乱流による渓岸侵食を防止することを目的として、治山ダム工を計画した。渓流水は
増水すると森林公園に流入する線形であったことから、流心方向を偏心させる計画とした。
 ●治山ダムの上下流には、土堤と自然石による護岸を連続させて、公園を保護しつつ下流まで導水した。

工夫・技術力を要したポイント

1. 2.
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治 山

発注者   |

荒廃渓流整備

納入期日  | 施工時期  | 令和 5 年 4 月 ～ 令和 6 年 3 月令和３年１月静岡森林管理署

静岡支店

小山地区（角取山１外）渓間工外実施設計
鋼製自在枠ダム工・鋼板セルダム工・鋼製枠護岸工

調査地の地質は、主に火山噴出物であるスコリアで構成されている。スコリアは比重・粒径が小さく保水性が高い
ため、侵食を受けやすい性質を持っている。このため、完成後の基礎地盤の不同沈下に加えて施工中にも床掘の切
取斜面が不安定化する懸念があり、フレキシブルな構造を有し堤体を早期に施工できる鋼製自在枠構造を採用した。
また、工事に伴う発生土の処理場の確保が困難であったことから、多量の現地発生材を中詰材として活用できる鋼
製板セル構造のダムも併せて採用し、工事敷地外への発生土の搬出を抑制する計画とした。

工夫・技術力を要したポイント

メイン写真． 施設完成後の
全景。最下流が鋼製板セル
ダム、その上流は鋼製自在
枠ダム。１. 既設流路工の
被害状況（施工前）。２. 施
工後の状況。

平成 22 年 9 月に発生した台風 9 号による豪雨は、御殿場観測所において最大日雨量が約 500mm に達し、調査地を含む静
岡県駿東郡小山町内の山林では多数の荒廃地が発生した。平成 27 年度より甚大な被害を受けた民有林を対象に直轄治山事
業により計画的に荒廃地の復旧整備が進められている。調査地は、既設流路工が大規模な被害を受けた箇所であり、事業開
始直後より渓間工を中心とした復旧工事が重点的に進められている。

事業概要

1. 2.
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発注者   |

荒廃渓流整備治 山

施工時期   |納入期日   | 令和 4 年 8 月 ～ 令和 5 年 3 月令和 4 年 10 月伊豆森林管理署

静岡支店

荻野入地区渓間工測量・設計業務
流木捕捉式治山ダム

メイン写真． 脱着可能な鋼管を
持つスリットダム。１. 施工前の
設置箇所状況。２. 災害発生直
後の被災状況。流出した土砂
や流木によって一時的に荻ノ入
川に土砂ダムが形成された。

事業概要

調査地は、令和 4 年春先の豪雨によって土砂災害が発生した流域である。山地荒廃によって生じた流出土砂は、流域を横
断する荻野入林道を通行不能とした。さらに、本流である荻ノ入川では、大量の流出土砂や流木によって一時的に土砂ダム
が形成され、下流域に甚大な被害をもたらす危機的状況が生じることとなった。このため、保全対象の安全確保を優先事項
としつつ、荒廃渓流の早期復旧を図る渓間工の整備が必要とされた。災害時の被害状況から、被害規模の拡大要因となる流
木の発生を防止・軽減するための流木捕捉式治山ダムの実施設計を行った。

対象地は、急勾配で川幅が狭い小規模な渓流であり、十分な流木捕捉スペースを確保することが困難な地形であっ
た。このことから、今後流出が想定される流木量を把握し、施設の施工に合わせて河床整理を行うことで、必要と
される流木捕捉量を確保する計画を行った。また、流木捕捉工は、完成後も継続的な維持管理を必要とする施設で
あるが、現地条件から管理用道路の開設が困難であったため、スリット部に脱着可能な鋼管を採用することで、捕
捉流木の撤去作業において施設下流側からの作業で対処可能な構造とした。

工夫・技術力を要したポイント

1. 2.
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治 山

発注者   | 納入期日   | 施工時期   | 令和 4 年 3 月令和 3 年 12 月高知中部森林管理署

四国支店

別府山（61）外実施設計業務（明許）
流木捕捉式治山ダム

1.  施工前のダムサイト
2. ダム透過部

事業概要

設計箇所は、別府山国有林の風倒木被害が広範囲に発生した渓流の下流域となる。渓流の出口には、香美市が管理する大栃
林道が通っており、「べふ峡」と呼ばれる観光地に赴く一般市民が多く利用する道路である。設計箇所における主な目的は、
上流に堆積する風倒木の流出防止であることから、「土石流・流木対策指針」に基づき、スリットダム（流木捕捉式治山ダム）
を計画することとなった。

 ●ダムサイトの選択においては、多くの流木が補足できるよう渓流幅の広い箇所を選定し、かつ施工中の資材置場
や溜まった流木の除去作業が行えるヤードを確保できる位置を選択した。
 ●透過部の鋼管の規模や間隔を決定する際には、風倒木の直径および流木長を現地において調査し、決定した。
 ●ダムの基礎部の高さは、根入れやダムサイトの地形、不安定土砂の抑止等を考慮し、決定した。

工夫・技術力を要したポイント

1. 2.

荒廃渓流整備



林   道
道路設計

橋梁設計

橋梁の調査・点検
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道路設計林 道

発注者 ｜ 施工時期 ｜納入期日 ｜

工夫・技術力を要したポイント

令和 4 年 12 月令和 2 年 12 月網走南部森林管理署

札幌支店

上里 29 号沢林道（林業専用道）外新設及び改良測量・設計業務
新設林業専用道

メイン写真.  低のり面高を
優 先し、 建 設コストを抑
えた路線計画。右側は林
業作業用施設。１.  沢渡り
箇所と既設集材路取付工。
排水施設はコルゲートパイ
プ Ⅰ 型 φ 1.35m。２． 既
設土場跡地を再活用した
林業作業用施設。

本業務は、網走郡津別町に位置する延長 1.682km の上里 29 号沢林道（林業専用道）新設測量・設計業務である。本業務
の目的は、林内路網の整備を推進することによって低コストかつ安定的な木材供給を図り、持続的な林業経営を可能にし、
より適切な森林管理を目指すものである。現地の樹種は、主伐期を迎えるトドマツの単層人工林が主体である。本業務の路
線配置により、幹線林道および森林作業道等とのアクセス機能を向上させることで、より効率的な森林施業を可能とするこ
とができる。

事業概要

 ●縦断・土工計画においては、土量図（マスカーブ図）による検討を重ね、大規模な土工量の発生および移動を抑
えることで低コストを確保できる路線とした。特に沢渡りの前後区間は、溝渠工に必要な盛土量を直ぐに確保で
きる土量バランスの取れた線形とした。
 ●既設土場跡地を再活用することで、林業作業用施設に必要な盛土量の低減および運搬距離を抑えた計画とした。
 ●既設集材路跡地を極力再利用して、改変面積を抑えた線形とした。
 ●鞍部などの平坦地を通過する区間においては、地表面水の処理が重要となるため、路面排水工および路床暗きょ
工を適宜設置し、排水処理は素掘側溝で適切に導水して、路面の安定を図った。

2.1.
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発注者   | 施工時期 ｜納入期日 ｜

工夫・技術力を要したポイント
 ●既設作業道を有効利用する線形とすることで、土工量の発生を削減するとともに土留工や排水施設等の構造物の
少ない路線を計画した。
 ●林業専用道においては、縦断勾配の制約が森林作業道よりも厳しい。このため、既設作業道で 14％を超える急勾
配区間は、縦断勾配を林道規程内にするために、尾根を回り込むように迂回する線形として、緩い勾配で既設作
業道に取り付けした（メイン写真参照）。

メイン写真.  稜線の鞍部通
過 箇 所。 急 勾 配を避 ける
た め 既 設 作 業 道を盛 土し
ながら小尾根に迂回した。 
１.  施工前の既設作業道。

本業務は、群馬県桐生市黒保根町の国有林内に開設する梨木内野作業道（全幅員 =3.6m、延長 =2209.8m）の実施設計である。
本路線は、内野林道（国有林林道）と梨木沢線（市管理の林道）を峰越しで連絡する路線である。計画地には両林道を結ぶ
梨木・内野作業道が既に開設されており、その作業道を有効利用し林業専用道規格に格上げする設計であった。

事業概要

令和 3 年 12 月 令和 5 年 10 月関東森林管理局 群馬森林管理署

梨木内野作業道実施設計（R2 三次補正）
林道新設（格上げ） 前橋支店

1.

道路設計林 道
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林 道

発注者 ｜ 施工時期 ｜令和 5 年 8 月 未施工納入期日 ｜九州森林管理局 宮崎森林管理署都城支署

九州支店

林道測量設計業務（環野林道）
林道改築（格上げ）・切土工・盛土工・アンカー式ブロック積工

１.  RTK-GNSS による調査。２. アンカー式ブロック積構造図。製品と裏込材が支
圧支持効果により一体化し、土圧に対して強度の高い構造体を構築する。コンク
リートブロックによる施工と比較して CO2 排出量は 89% も削減できる（アンカー式
空積工法研究会 HP より）。３． セミトレーラー軌跡図。TREND-POINT と TREND-
ONE を連携し、3 次元データ上で中心線形を検討している様子。

事業概要

令和 3 年、九州森林管理局で初の第１種 2 級林道（環野林道）の測
量設計業務を請け負った。第１種林道は設計車両をセミトレーラーと
する新たな規格の林道で、これの普及により慢性的な運転手不足への
対応や木材の効率的な輸送の実現が期待されている。従来の第 2 種 2 
級林道よりも大きい規格（①車道幅員の拡張、②曲線部拡幅の拡張、
③緩和区間の延長、④待避所の確保など）に適応した中心線形を計画
するため、対象区域の広範な地形把握が設計のポイントとなった。

1．現地の地形把握
調査区域の地形について、無人航空機（ドローン）を用いたレーザ測量により 3 次元データを作成した。専用の
ソフトウェアを用いて 3 次元上で IP 選定を行い、概略的な縦横断の成果を作成し、その後の詳細設計に反映した。
2．擁壁工の選定（工法検討）
林道規格構造の拡大のため凹地形部への擁壁設置もより多く必要となり、その規模も大きくなるため、森林土木構
造物標準設計を用いた設計における工法検討を行った。本線では谷部を通過する箇所の下流側の路側構造物として
アンカー式ブロック積を計画した（のり勾配 1:0.4、高さ H=6.0m、延長 L=41.7m）。本工法は、重力式擁壁やブロッ
ク積擁壁と比較して透水性・施工性および経済的に優れており、直高も 8.0m まで計画可能な工法である。

工夫・技術力を要したポイント

左)  環野林道起点風景。本線は宮崎県道 1 号線より分岐
する幹線林道である。右)  起点部において車両軌跡図を描
き、実際の交通状況をシミュレーション。

1. 2.

3.

道路設計
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発注者   | 納入期日 ｜ 施工時期   | 令和 4 年 9 月～令和 6 年 2 月令和 4 年 2 月東北森林管理局 三八上北森林管理署

二又林道外調査設計業務
林道改築（格上げ）・セミトレーラ旋回タイプ車廻し・橋梁架替え 東北支店

１． 老朽化した橋梁 : 老部川（おいっぺがわ ) に架設された
老部川橋（昭和 36 年施工）。２． 新規橋梁 : 橋長 L=22.2m 
設計荷重 245kN（A 活荷重）鋼単純合成鈑桁橋。

令和 3 年度に、東北森林管理局では初めてのケースとなる第 1 種 2 級林道（現道改良）の測量設計業務を受注した。現在、
大径材を含む多くの木材を一度に運搬できるよう車両の大型化が進んでいる中、安全に走行できる路網整備が求められてい
る。第１種 2 級林道は設計車両がセミトレーラ（全長 16.5 ｍ）の⾼規格林道であり、拡幅量、緩和区間長等、従来の第 2 
種 2 級林道と比べ大きいため、これらに適応できる中心線形の計画が必要とされた。また、路線内の橋梁は、架設から 60 
年が経過して老朽化が著しく、設計車両の荷重が大型車両の 245kN （A 活荷重）に対応できないことから、橋梁の架け替え
も必要となった。

事業概要

改良のための現地地形把握・走行軌跡図によるシミュレーション　　中心線設置に先立ち、地形測量から林道幅や
既設構造物を図化し、机上で現道の幅員と緩和区間長の修正が可能であるかを検討した。この規格の緩和区間長は
23m と規定されているが、既設林道を最大限活用するため、同一方向の複合曲線区間では走行軌跡図を用いて設
計車両が路線外にはみ出さないよう計画した。背向曲線区間については、規定の緩和区間長を確保できる線形を設
定した。また、既設擁壁やコルゲートアーチなどの改築が困難な大型構造物を通過する際、幅員を確保できるよう
前後の線形を調整した後、この結果を基に IP 点を逆打ちして中心線を設置した。

工夫・技術力を要したポイント

右） セミトレーラ旋回
タイプ車廻し。左） 車
両軌跡図による検討。

1. 2.

林 道 道路・橋梁設計



32 森林テクニクス    事業実績事例集

林 道

発注者 ｜

 ●工事費と仮設費を加味した比較検討により最も経済的な 1 径間の合成床版桁橋に決定した。
 ●地形上の制約により橋梁が半径 12 ｍの曲線拡幅に入るため、経済性を考慮し枝桁を採用し、幅員を最小限とした。
 ●落橋防止システムを省略し経済的な設計とした。林道技術基準に則り、充分な桁かかり長を確保、両端が橋台に
支持される一連の上部構造および、主桁・合成床版を一体化させた合成床版桁により、落橋防止構造および横変
異拘束構造の設置を省略可能とした。

工夫・技術力を要したポイント

メイン写真． １径間の新落合橋。両端
が橋台に支持される一連の上部構造を
持つ。１.  架替え前の 3 径間の落合橋。
２． 手前右側が枝桁部。幅員を広げず
曲線拡幅に対応した。３． 主桁と合成
床版を一体化させた合成床版桁を採用
し、横変位拘束構造とした。

落合橋は、⾼知県⾼岡郡中土佐町大野見の中谷林道にあって、四万十
川水系の一級河川 島の川川に 1964 年に架設された 2 つの橋脚を有
し 3 径間からなる鋼橋である。架設後 50 年を経過し劣化は顕著で、
主桁の大部分で腐食が発生し、スラブ部分ではコンクリートの抜け落
ち、鉄筋の露出が各部で発生していた。また横桁付近では、ポットホー
ル状の抜け落ちを補修した跡も見られたことから、橋梁自体の安全性
も疑わしい状況であり新落合橋としての更新設計を行った。

事業概要

納入期日 ｜ 施工時期 ｜ 令和 4 年 3 月平成 29 年 11 月四万十森林管理署

四国支店

中谷林道落合橋測量・設計業務
橋梁架替え・合成床版桁

橋梁設計

1.

2. 3.
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道路設計林 道

発注者   | 納入期日   | 施工時期   | 令和 3 年 7 月令和 3 年 5 月関東森林管理局 群馬森林管理署

乙父林道（改良）実施設計
前橋支店林道災害復旧・重力式コンクリート擁壁工

工夫・技術力を要したポイント

 ●今後の集中豪雨時に再度被災しないように、現林道および排水施設との整合性がよく耐久性に優れる路側タイプ
の重力式コンクリート擁壁工を計画した。
 ●排水施設の呑口は、今後の豪雨時の流水を確実に横断溝に導水するためにコンクリート土のう積で集水する計画
とした。
 ●重力式コンクリート擁壁工の型枠は、木材利用の推進および景観に配慮した丸太残存型枠を採用した。

メイン写真.  強度に優れた重力式
コンクリート擁壁工。景観に優れ
た丸太残存型枠。奥の左側が横
断溝吞口。１. 被災時の様子。盛
土が失われ路体が流失。２． 集・
排水能力の高い吞口と横断溝。

本業務は、豪雨により被災した群馬県多野郡上野村の国有林
内に位置する乙父林道（全幅員 =3.6m、被災延長 =10.0m）を
復旧するための実施設計である。被災の概況は、路線山側の
沢（集水面積＝ 2.8ha）からの多量の流水と急勾配の林道路面
を流下した表面水が、盛土箇所に集まり路体を決壊させたも
のと考えられる。復旧工法として、路側タイプの重力式コンク
リート擁壁工（L=8.0m、H=1.5 ～ 4.0m）および B=500mm
× H=500mm の現場打ち横断溝を計画した。

事業概要

1.

2.
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道路設計林 道

発注者 ｜ 納入期日 ｜ 施工時期 ｜

メイン写真.  施工後の路側擁壁を
上流側より望む。１.  同箇所着工
前の状況。２． 測量中の様子と倒
壊したブロック積擁壁工。路面よ
り上部は既設の山腹工施工地。

令和元年 6 月 29 日からの大雨によって阿岳谷鯉⼦林道の路側構造物
が倒壊し、同林道は通行不能となった。被災箇所は、平成 17 年 およ
び 25 年にも被災した箇所で、路体下方を流れる渓流の渓床幅が比較
的狭く局所的に縦横侵食が発達しやすい地形であることから、今回の
大雨でも２段式擁壁工の基礎部が洗掘されて被災した。この擁壁工は、
路体を支える役割に加え、路面より上部の山腹工の基礎としての役割
も担っており、擁壁の倒壊は、路体のみならずさらに上部の山腹工の
再崩壊を引き起こす危険性を⾼めた。本業務は、林道の復旧と同時に
周辺斜面に変状をきたさないような設計が求められた。

事業概要

令和 2 年 10 月令和 元 年 3 月中部森林管理局

阿岳谷鯉子林道災害復旧業務
名古屋支店林道災害復旧・2 段式擁壁工

2.

1.
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道路設計林 道

工夫・技術力を要したポイント
過去にも被災している箇所であることから、被災原因を特定し、渓流の縦横侵食が及ばない基岩にまで確実に擁壁
工基礎の根入れをおこなう設計とした。調査時には洗掘された面が崩土によって覆われており、基岩の位置の想定
には慎重な判断を要した。その結果、高さ 10 ｍ程度の構造物が必要となり、地震時を加味した安定計算をおこな
うこととなった。路面より上部の既設山腹工に影響を及ぼさないよう、床掘に要する範囲に留意した構造物を検討
したほか、施工中の安全対策として掘削面をモルタルで補強する仮設工を計画した。

３.  大きく失われた路体。４.  構
造物設置のための床掘（掘削面）
の安定のため、モルタルで補強
したうえでコンクリートを打設す
る。５.  擁壁工上部施工中。６.  
２段式擁壁工完成。

７． 施工前の路面状況。
８． 同箇所施工後の状況。

3. 4.

5.

7. 8.

6.
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林 道

発注者 ｜

事業概要

令和 4 年 8 月 2 日から 3 日にかけて、秋⽥県鹿角市十和⽥地区において梅雨前線や低気圧の影響で線状降水帯が発生した。
調査地周辺では、最大 24 時間雨量 180.0mm、最大時間雨量 43mm の猛烈な雨となり、秋⽥県鹿角市に所在する冷川林道
において 2 箇所の林道災害が発生した。原因は、土石の流出により 1 号箇所（起点側）のヒュームパイプと 2 号箇所（終
点側）のコルゲートアーチが閉塞したためで、越流によって両箇所とも路体流出を引き起こした。この林道を軸として令和
4 年度以降、間伐等の森林整備事業が実行される予定であり、事業の円滑な実行のため早期の復旧が求められた。

メイン写真.  冷川 2 号施工後の状況。
１.  同被災状況。２． 同計画図

東北森林管理局 米代東部森林管理署 納入期日 ｜ 施工時期 ｜ 令和 5 年 7 月 ～ 令和 6 年 2 月令和 4 年 10 月

冷川林道ほか調査設計業務
林道災害復旧・洗越工・コンクリート擁壁

1.

2.

道路設計

東北支店
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災害に強い林道の構築　
復旧計画では、災害に強い路体構築を第一に、安全に排水が可能な施設の規模・箇所数の選定と、これを保護する
ための堅固な構造物設置を基本方針とした。加えて施工地は山間奥地であり、狭小な施工スペースであったため、
資機材の搬入や施工方法の検討も必要であった。復旧に用いた排水施設は、ボックスカルバートを選定した。規格
は、搬入・敷設にクレーン車の乗り入れが必要であり、現場条件と大型車両の通行を考慮して、水密性・耐久性に
優れ、軽量で施工性が良い PC.BOX とした。排水施設の保護には、衝撃に強いコンクリート擁壁を上下流に配置し、
洗掘防止のかご工と合わせて万全な対策とした。

工夫・技術力を要したポイント

３.  冷川 1 号施工後の状況。
４.  同被災状況。５． 同計画図

3.

4.

5.

道路設計林 道
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道路設計林 道

発注者 ｜ 納入期日   | 施工時期   | 令和 6 年～（施工中）令和 5 年 12 月静岡県 静岡市 葵区

林道桂山線外 3 災害復旧測量設計業務委託（林道細木線）
静岡支店林道災害復旧・補強土壁工

事業概要

令和 5 年 6 月、大型の台風 2 号が勢力を弱めた後、静岡県を含む 6 県で連続して線状降水帯が発生した。施工地近辺の俵
沢観測所において、1 時間降水量 38mm、24 時間降水量 412mm、連続降水量 441mm を観測した。林道細木線は、一級河
川である安倍川水系中河内川に隣接しており、路肩に重力式コンクリート擁壁が設置されていた。降雨により増水した中河
内川の湾曲部に位置したことから、擁壁の基礎下部が洗掘され安定性を失った結果、擁壁が転倒し路体崩壊が発生した。復
旧にあたっては、路線測量 L=84m に加え、隣接する中河内川との関係を含めた検討が必要であることから河川測量および
現地測量 ( 平面測量 ) を実施し、原型復旧を基本に、施工性、経済性などを考慮し最適な工法を計画した。

（令和 6 年 7 月現在未施工）

工夫・技術力を要したポイント

道路幅員を確保する為に構造物の設置が必要であるが、計画にあたり次の制約があった。①河川協議の結果、河川
区域を極力侵すことができない。②林道計画高さから必要根入れ深さまで、高低差約 15m にもなることから重力
式コンクリート擁壁での復旧が不可能である。このことから、土砂地盤の許容支持力度（300kN/m2）を踏まえ、
地盤反力度を抑えることができる補強土壁工（ジオテキスタイル等）と地山補強土工での比較検討を行い、補強土
壁工を採用した。補強土壁工については、「斜壁」のものと「直壁」のものを検討し、施工性、経済性、施工実績
等を踏まえ評価した結果、斜壁タイプの補強土壁での復旧計画とした。また、補強土壁は「水衝部」となることか
ら、H.W.L ※ + 余裕高さまで厚さ 60 ㎝の張コンクリートを計画することにより、河川流下物による壁面材の破損と、
中詰材の流出を防止する計画とした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※注：H.W.L = ハイウォーターレベル
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道路設計林 道

メイン写真.  補強土壁工を含
む復旧計画の平面図。１.  被
災時の施工地の空撮。倒壊
した擁壁が白く見えている。
２． 被災前施工箇所の状況。
３． 同被災後の状況。４～６． 
調査状況。

2. 3.

5. 6.

4.

1.
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道路設計林 道

発注者 ｜

メイン写真.  復旧した林道。終点側より。１.  同被
災状況。２． 流失した路体。奥（終点側）の山側に
擁壁工がある。３.  被災したコルゲートパイプ。

令和 3 年 8 月、東海地方に活発な前線が停滞し、国土交通省鎗ヶ入雨量観測所において 24 時間降水量 216mm、最大 1 時
間降水量 44mm を記録する局所的な豪雨となった。この付近の阿岳鎗林道では、渓流の渡河部において増水により路体が
流失して通行不能となった。排水施設（コルゲートパイプ）が、土砂の混入した流水により損傷を受け、その基礎地盤や周
辺の擁壁工を含めて破壊・流亡した。周辺山地の重要な路網として機能する林道であるため早期の復旧が求められた。

事業概要

令和 4 年 6 月 ～ 令和 5 年 9 月施工時期 ｜令和 3 年 8 月納入期日 ｜中部森林管理局

阿岳鎗林道災害復旧業務
名古屋支店林道災害復旧・重力式擁壁

1.

2.

3.
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道路設計林 道

４.  施工状況。擁壁基礎部打設。５． ボックスカルバート
敷設状況。６．７． 擁壁工施工状況。 ８． 完成した擁壁と
排水施設。９.  復旧した林道（起点側より）。

工夫・技術力を要したポイント

復旧に際し、被災したコルゲートパイプ、路面舗装および路側擁壁を撤去する必要があったが、終点側の近接する
切土のり面には被害が及んでいないコンクリートブロック擁壁があり、これを活かした設計で復旧する前提とした。
路面はコンクリート舗装工とし、路側擁壁は、河川との高低差が比較的あることから、上・下流を重力式コンクリー
ト擁壁とした。排水施設については、集水面積が 361.7ha であることから、最大高水流量を安全に流下できる規
模として、ボックスカルバート B2800 × H2500 の 2 つ横並びの構造とした。

4.

5.

7.

8.

9.

6.
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道路設計林 道

発注者 ｜ 施工時期 ｜納入期日 ｜

工夫・技術力を要したポイント

 ●既設洗越工の上下流に設置された治山施設を考慮した流量計算を行い、排水施設の規模等を計画した。排水施設は、
土石等の流下による閉塞や埋没を防ぐため、大型のボックスカルバート(縦2m×横4m)とし、4 本並列で計画した。
 ●土石等の流下による排水施設の破損を防止するため、ボックスカルバートに保護材 ( コンクリートおよびラバー
スチール ) を計画した。

メイン写真.  ボックスカルバートを 4 本並列で計画した洗越工 
１. 土石等の流下により破損、閉塞した洗越工 （施工前）。手
前の床固工も埋没している。２． 洗掘された洗越工 （施工前）  
３． 保護材（コンクリートおよびラバースチール）を計画したボッ
クスカルバート

本業務は、長野県木曽郡王滝村の濁川を渡河する御岳御厩野林道における既設洗越工の改良業務である。
濁川では、昭和 59 年の長野県西部地震で発生した御嶽山の山体崩壊による土石流災害以降、河川内に多くの治山施設が整
備されている。しかし、上流部からの土砂流出が多く、既設洗越工は土石等の流下により破損や埋没等が発生し、安全な通
行ができない状態になった。このため、本業務により既設洗越工改良の調査・設計を行った。

事業概要

令和 2 年 10 月令和 2 年 3 月中部森林管理局

長野支店

御岳御厩野林道改良調査設計業務
洗越工改良

1. 2. 3.
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発注者   |

林 道 橋梁の調査・点検

納入期日   | 令和 5 年 3 月愛知県県有林事務所

県民の森管理 林道施設橋梁点検業務
名古屋支店橋梁点検車・高所作業車

メイン写真.  新宮下橋の点検の様
子。 橋 梁 点 検 車 を使 用して、 橋
の上から桁下の点検作業を行う。 
１.  宮下橋の点検の様子。２． 電光
掲示板、矢印表示などによる交通
誘導状況。３． 高所作業車による
橋梁上部（トラス橋）の点検状況。 
４． 橋座部支承本体の点検状況。

本調査は、愛知県林務関係インフラ長寿命化計画 ( 県行動計画 ) に基づく、愛知県個別施設計画策定のため、対象橋梁の各
構成部材の状態を把握・診断し、必要な措置を決定する情報を得ると同時に、安全で円滑な交通の確保、沿道や第三者への
被害の防止を図る等、橋梁に係る維持管理を適切に行うための情報収集を主目的として実施したものである。

事業概要

工夫・技術力を要したポイント
橋梁点検箇所は、1径間(下路式トラス橋)の跨線橋(JR飯田線)で2橋(宮下橋・新宮下橋)が並んで架橋されており、
愛知県民の森や周辺集落へアクセスする重要な橋梁である。宮下橋は昭和 39 年 (1964 年 ) に、また新宮下橋は昭
和 47 年 (1972 年 ) 竣工され、両橋梁とも供用開始から 50 年以上が経過している。点検にあたっては、JR 飯田線
や乗用車への配慮が必要なことから、交通規制による警察署等の関係機関への届け出やガードマン等の配置を行い、
安全に十分配慮した調査体制を整えた。

1. 2.

3. 4.
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林 道

発注者 ｜ 納入期日 ｜

工夫・技術力を要したポイント

大阪支店

事業概要

メイン写真.  サンプリング作業進捗。
１.  橋梁桁下面（調査部分）。
２. 橋梁側面。３． 防護服着用状況。

本調査は、福井県・岡山県・広島県・鳥取県・島根県・山口県の国有林内における林道の橋梁について、鋼材の塗膜をサン
プリングして分析を行い、PCB（ポリ塩化ビフェニル）・クロム（六価クロム）・鉛の塗膜含有量試験を実施し、以後の塗装
業務実施における安全性を確保するための計画資料を得ることを目的としている。これらの調査により、今後の対策の必要
性等に関する提案を行い、林道橋の適正な維持管理に資するものである。

対象橋梁の多くは、桁下高さが低く水深も浅いことから、調査員が直接進入して迅速な調査を行うことが可能であっ
たが、大型の橋梁の場合は橋梁点検車を用いる必要があった。この場合は路面を占有するため誘導員等を配置し交
通規制を行って円滑に調査を実施した。サンプリングは、周辺の環境に影響が少なく騒音も少ない湿式工法（剥離
剤による塗膜除去工法）により行い、作業にあたっては防護服を着用のうえで行った。各種成分の分析に必要な量

（1 橋あたり 150g 程度）を採取したが、試料採取位置は橋梁の景観にも配慮し目立ちにくい桁内側を原則とした。

令和 5 年 3 月林野庁 近畿中国森林管理局

ＰＣＢ含有塗膜調査業務（林道橋）
塗膜のサンプリング

橋梁の調査・点検

1. 2.

3.

剥離剤塗布状況

防錆処理状況

補修状況

塗膜剥離作業状況



そ の 他

森林土木技術標準

森林環境

林業技術指導
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発注者：

その他

調査時に出現した個体。
左よりオス、幼鳥、メス

工夫・技術力を要したポイント

精度の高い調査を実現するため調査地点はクマタカの出現状況に合わせて移動しながら行うことにより、限られた
調査回数の中から詳細な行動パターン、行動域の把握を行った。また出現状況は GIS 上で管理することにより出
現頻度を把握し、重要なディスプレイ（求愛やテリトリー誇示のための動作）、幼鳥の出現位置を加味することに
より営巣位置を推定した。また当該調査箇所は複数のクマタカペアの行動圏が交差する箇所であることから個体数
が多い。このため個体識別は慎重に行い、どの個体への影響度が高いか、影響度の高い個体はどこを行動圏として
いるか等、影響度の把握に努めた。

令和 3 年度林道豊前耶馬溪線全体計画調査において動物調査を実施した結果、林道開設予定地周辺にクマタカの生息が確
認された。クマタカは「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 ( 種の保存法 )」に指定されている希少種
であることに加え環境省レッドリスト、福岡県レッドデータブックおよび大分県レッドデータブックにて絶滅危惧 IB 類に
指定されている。本調査の目的は、当該箇所に生息するクマタカの個体数およびそれらの行動圏に加え、調査結果の重ね合
わせにより各個体 ( つがいを単位とする ) の行動圏の内部構造（コアエリア・営巣中心域・営巣予測エリア）について調査
精度を⾼め、豊前耶馬溪線計画ルートのクマタカへの影響を推し量ることである。本調査では営巣位置の概定が成果となっ
た。

事業概要

令和 4 年 12 月～ 5 年 3 月調査時期 ｜令和 5 年 3 月福岡県行橋農林事務所 大分県北部振興局

地域活性化事業林道豊前耶馬溪線 猛禽類行動圏調査業務委託
生態系モニタリング

森林環境

九州支店

１. 出現頻度分布図　
重要域を把握した。
２. 営巣予測エリア位置図　
調査結果からコアエリア、
営巣中心域、営巣予測エリ
アを把握した。

2.1.

※位置の特定につながるため
背景の地図は削除しています。
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その他

発注者 ｜

林業技術指導

森林作業システムや路網計画、森林経営、資源管理、基盤整備 ･ 防災 ･ 減災、森林利用、森づくりの考え方と実践
の方法など、森林環境保全に係る幅広い理論や知識と実践技術について、近畿大学、愛媛大学、久住林業、京都大
学などの多くの学識経験者および森林作業の実践経験者 ･ 技術者と協働して、森林施業の担い手の育成に努めてい
る。現場経験が豊富な観点から、経験の少ない方々にも実践技術の理解が深まりやすいよう、現地体験などを交え
ながら教育活動を行っている。

工夫・技術力を要したポイント

当社講師による「森林行政の仕組み」
講義資料より抜粋

吉野町楢井における山地災害の講義資料
と、災害現場での実地講習の様子。

（３）既設谷止工と調査設置機器等
① 昭和32年山腹工現況

(H29.12撮影）
②地盤伸縮計
(H29.3撮影）

昭和32年山腹工

昭和29年No.3谷止工

昭和32年No.2谷止工

④拡散レーザー変位計
(H29.3撮影）

③地盤伸縮計
(H29.3撮影）

昭和29年No.1谷止工

平成27年崩壊地

（平成29年10月23日撮影）

吉野町楢井（ならい） 災害発生当時の状況

治山事業の基礎知識

さんきゃく

流渓の縦侵食及び横侵食の防止により渓床の安定、山脚の固定及び土砂の流出
の抑止・調節等を図る

治山ダム

【目的】
・渓床勾配の緩和
・渓床渓岸の侵食防止
・山脚固定
・土砂の抑止・調整※

・流木流下の抑止

【近年の山地における測量の例】

治山事業における山地での測量方法

実実際際のの測測定定範範囲囲

事業概要

令和 3 年～（継続中）実施期日 ｜奈良県

奈良県フォレスターアカデミー（公設地域学校）講師等
大阪支店地域森林教育活動講師派遣・企画運営協力

当社の技術を活用した森林保全に係る社会貢献の一環として、地域における教育活動への講師派遣や企画運営の協力を、大
阪府・奈良県・滋賀県などで幅広く行っており、それらの一例として、「奈良県フォレスターアカデミー」への治山・森林
土木分野の常勤講師の派遣と、企画運営等の協力に関する業務がある。
奈良県フォレスターアカデミーは、歴史ある吉野林業に代表される「適地適木」・「適地適業」の考えを基盤に、これからの
時代に即した森林環境管理を学び、あらたな時代の森林施業を切り開く担い手となる「フォレスター」を育成する目的で設
立された公設の学校で、現在、フォレスター学科（2 年制）と森林作業員学科（1 年制）】２つの学科が設置されている。

わじまし ふげしまち
輪島市鳳⾄町

⽯川県
すずし お おたにまち
珠洲市⼤⾕町

まちのまち おおくぼ
輪島市町野町⼤久保

近畿中国森林管理局での調査結果把握

ヘリ調査写真撮影ポイント
※クリックすると撮影写真が表⽰

地上調査写真撮影ポイント
※クリックすると撮影写真が表⽰

⼭地災害調査アプリを活⽤した調査結果の共有 ⼭地災害緊急展開チームによる現地調査 ドローンを活⽤した被災状況調査

ヘリコプターを⽤いた災害初動調査

みいまち こうとくじ
輪島市三井町興徳寺

【凡例】
︓直轄治⼭災害関連緊急事業等着⼿予定箇所
︓⼭腹崩壊箇所

1

令和６年１⽉１⽇に発⽣した令和６年能登半島地震の影響により、奥能登地域を中⼼に⼤規模な⼭腹崩壊等が広域に
わたり多数確認されています。特に被害が甚⼤な珠洲市内及び輪島市内の⼭腹崩壊地等について、⽯川県知事からの要
請を受けて、国による⺠有林内の直轄治⼭災害関連緊急事業 等に着⼿し、⼤規模崩壊地対策や被災した治⼭施設の復旧
など被災地の早期復興に向けて取り組みます。

令和６年能登半島地震からの復旧に向けた取組 近畿中国森林管理局

治山事業の基礎知識（奥能登地区 山地災害被害の状況）
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発注者：

その他 森林土木技術標準

本　社

納入時期 ：

 ●実施要領（案）等の作成にあたっては、既存の国有林林道を対象として ICT 技術を活用した現地測量を行い、そ
の精度や作業時間などを確認しつつ、森林土木事業での活用を目指したものになるよう努めた。
 ●研修会の開催においては、実際の機材を林内に持ち込み研修参加者に触れてもらうことで、ICT 機器の特徴を研
修参加者に周知し、導入時の作業イメージが明瞭となる研修にした。

ICT 技術による様々な３次元測量結果に対して、従来の測角測距法による測量方法と比較検討を行い、問題点や留意点など
を把握し、森林整備保全事業での活用を推進することを目的とし、以下の 2 つの業務を行った。
１．測量、設計、施工管理、監督・検査の各工程の実施要領（案）等の作成 :　昨年度までに作成した UAV 写真測量、UAV レー
ザ測量、地上レーザ測量に関する要領に RTK-GNSS 測量、LiDAR 測量を加えた要領案を作成した。
２．ICT施工現場研修会の開催：　現地研修会を通して、森林土木事業従事者へ ICT 技術の普及を行った。

事業概要

ICT 技術による測量の様子。
 1. RTK-GNSS  2. LiDAR

現地研修会の様子。
メイン写真． 約 40 名の技
術者が参加。3.  LiDAR 測
量。4.  地上レーザ測量 。
5. ３次元点群の解説。

令和 5 年 3 月林野庁（森林整備部計画課施工企画調整室）

森林土木技術標準

令和４年度ＩＣＴを活用した施工の確立に向けた調査事業

工夫・技術力を要したポイント

3.

4. 5.

2.

1.
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